
EKスクリュージヨイント(SLJ)取扱説明書
232E106

【SLJ同梱内容の種類】 【別途ご用意頂く道具】
(1)カッターく′Vナミ)
ジップタイ(仮止用具 )切断用

(2)スパナ(10mm)又は
メガネレンチ(10mm)
S LJビ ンリンクフレート三入≡

(3)プライヤー(大きめ)
SШピン不要部折り用

ジップタイ(仮止用具):1個

ジョイントビン立て:1個     外プレート:1個 塗布用泊 11恒

本取扱説明書を必ずご確認頂き作業頂けます様、お願い致しますこ

こ同枢されているスクリュージョイントの部品を確認願いますc

2取付ける車両のメインスイッチをOFFにし、エンジンが作動しない状況にして下さい=

C車両を平坦な場所にてスタンドを立てて安定させ、リアホイールが回転する状態にして下さいc

O取外す(古い)チェーンをチェーン切断工具等を用い切断してください。

⑤切断した古いチェーンに

新しいチェーンを取付ける際
は同梱されているジップタイ

(仮止用具)を使用し、取外す

古いチェーンと取付ける新品
のチェーンを仮止めし図の

様に入替えて下さい。
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⑨突き出たピン2本に残り2個の

シールリングを1個ずつはめ込

んで下さい。

,主 )外プレートは必づ
ビ‐
亥|IE口が  ピンリンクプレート ||.=■ |

外側に見えるようご注意下さい。

⑩次に同梱の外フレートをピン
のネジ側よりはめ込んで下さい。

③油を塗布し、シールをは
め込んだジョイントピン立て

をチェーン連結部の両端ブ

シュに差し込んで下さい。完

全にジョイントピン立てが差

し込まれているか、ご確認

下さい。
注)新品のチエーンはジョイントで

連結する前に必要なリンク数に

シールリング

カ して いてください。

2スバナ(10m‐ 等を使用しナッ
トを:生l生ュ」:_二L聾_Q」菫二二⊇重極金、

外ブレートを圧入しますc

ナットが完全に廻らなくなるまで

締めて下さい31必ず手作業で

行つて下さい)
注)廻らなくなるまでと有りますが、

過大な力をかけ過ぎるとネジ部

が破損しナットが取れなくなる

‐OI外プレートより突き出てい

るピン(2本 )のネジ部にナッ
トをlヶ所ずつ指で廻らなくな
るまで取付して下さい。

(図 1)

(図 3)

(図 2)

C外フレートが圧入された状態を再度確認後、ナットを(図 3)の状態
まで戻し、ナットをフライヤー等で1国み、突き出ているピン2本を折
れば作業は 了です。

(図 1)

もし外プレートが完全に圧入

されていない場合(図 2)、 再

度⑫の作業を行って完全に

圧入して下さい。

⑬締めこんだナットを戻し生
∠L二L重皇全二旦塾壼左

⑥最初に同封の塗主屋聾整金生
イントピ≧立て、外プレーLュ立―
」し:jlノイブで41日 |ヽ 十分 に参布 下 さ

い∝

⑦ジョイントビン立てのピン2八 こ

同梱のシール|ノングを1個ずつ根

本まではめて下さい。
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(注意 )

※説明書内では写真が見えやすくする為、塗布用油が塗布されていない状態での写真を使用しています。実際の取付時
には、必ず塗布用油を塗布し使

※外プレートが完全に圧入されていないまま作業を完了した場合、重大な事故に繋がる可能性が有ります、必ず外プレートは完
全に圧入下さい。

※ピンを折らずに使用した場合、車体に干渉する可能性が有ります。又、ビンを折った状態でも車輌によつては、
童体に干渉する可能性が有りますので

取付け後、車体への干渉が無いことを充分にご確認下さい。

※スクリュージヨイント(SLJ)のジョイントピン立てのプレート及び外プレートは継手強度を高める為、チ
ェーン本体より大きく設定されています。

※付属のナットは、袋ナット式になっており、外プレートが入りすぎない設計となっていますが、過大な力を
かけすぎるとネジ部が破損し

ナットが取れなくなる可能性が有りますのでご注意下さい。

お問合せ先:  株式会社 江沼チヱン製作所  MC営業課
〒460-0008愛 知県名古屋市中区栄1丁目22番 16号ミナミ栄ビル513号 (丁EL)052-221-8451(FAX)052-221-8453

用下さい。
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||10赫デ1'卜 12置   シールリング:4個

注)スクリュージョイントの取付け作業は、チェーンの連絡部を

リアスプロケットに噛合わせた場所で行つて下さいご

ヽ

争

暮

1
ヽ

60度


